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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
七
年
の
新
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
年
頭
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
旧

年
中
に
賜
り
ま
し
た
日
本
赤
十

字
新
労
働
組
合
連
合
会
の
諸
活

動
に
対
す
る
組
合
員
の
皆
様
の

ご
支
援
ご
協
力
に
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
内
閣
府
発
表
月
例
経

済
報
告
で
は
、
「
景
気
は
、
一

部
に
足
踏
み
が
残
る
も
の
の
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
。
と

し
、
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
雇

用
・
所
得
環
境
が
改
善
す
る
下

で
、
各
種
政
策
の
効
果
も
あ
っ

て
、
緩
や
か
な
回
復
が
続
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

欧
米
に
お
け
る
高
い
金
利
水
準

の
継
続
や
中
国
に
お
け
る
不
動

産
市
場
の
停
滞
の
継
続
に
伴
う

影
響
な
ど
、
海
外
景
気
の
下
振

れ
が
我
が
国
の
景
気
を
下
押
し

す
る
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
物
価
上
昇
、
ア
メ
リ
カ

の
今
後
の
政
策
動
向
、
中
東
地

域
を
め
ぐ
る
情
勢
、
金
融
資
本

市
場
の
変
動
等
の
影
響
に
十
分

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
と

報
告
し
て
い
る
。
日
本
赤
十
字

新
労
働
組
合
連
合
会
の
令
和
六

年
度
賃
金
交
渉
は
、
要
求
額
定

昇
込
み
五
・
〇
％
（
一
万
九
千

四
百
円
）
と
第
六
十
三
回
定
期

全
国
大
会
に
て
可
決
さ
れ
本
社

と
の
交
渉
に
入
り
ま
し
た
。
本

社
は
、
令
和
五
年
の
決
算
が
ま

だ
出
て
い
な
い
事
や
決
算
見
込

み
の
本
社
報
告
時
に
て
昨
年
度

を
大
き
く
上
回
る
赤
字
決
算
見

込
み
が
予
想
さ
れ
る
厳
し
い
経

営
状
況
も
あ
り
、
ま
た
引
き
続

き
世
間
の
賃
金
改
定
の
状
況
を

慎
重
に
見
極
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
た
め
、
日
本
赤
十
字
社
と

し
て
の
具
体
的
な
回
答
を
申
し

上
げ
る
こ
と
を
差
し
控
え
た
い

と
し
、
今
年
度
も
保
留
が
続
き

ま
し
た
。

令
和
六
年
八
月
八
日
に
人
事

院
勧
告
が
発
表
さ
れ
、
第
六
回

団
体
交
渉
に
て
本
社
か
ら
有
額

回
答
が
あ
り
、
職
員
の
基
準
内

給
与
は
平
均
で
三
・
五
八
％
、

一
人
当
た
り
一
万
三
千
八
百
六

十
五
円
の
引
き
上
げ
と
な
り
、

定
期
昇
給
分
込
み
で
は
、
平
均

で
四
・
五
四
％
、
一
人
当
た
り

一
万
七
千
五
百
九
十
三
円
の
改

定
と
な
っ
た
が
、
実
施
時
期
に

つ
い
て
は
今
年
度
中
の
改
定
は

確
保
し
、
令
和
七
年
三
月
一
日

か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
遡

及
は
し
な
い
考
え
を
示
し
て
き

た
。
本
部
は
、
要
求
額
に
届
い

て
い
な
い
事
と
、
今
年
度
も
遡

及
は
し
な
い
と
の
回
答
に
、
日

赤
新
労
は
、
毎
年
度
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
交
渉
し
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
遡
及
は
切
り
離
し
て

考
え
る
も
の
で
は
な
く
、ま
た
、

実
施
が
年
度
末
三
月
で
遡
及
無

し
で
は
、
人
勧
準
拠
と
し
て
い

る
日
本
赤
十
字
社
と
し
て
は
民

間
較
差
を
反
映
し
て
お
ら
ず
、

一
年
遅
れ
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
で

し
か
な
い
事
を
強
く
訴
え
、
そ

の
後
も
鋭
意
交
渉
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

第
三
回
中
央
委
員
会
に
て
一

任
を
頂
き
、
第
十
回
団
体
交
渉

に
入
り
、
改
め
て
日
赤
新
労
の

今
年
度
要
求
額
を
遡
及
含
め
強

く
訴
え
て
き
ま
し
た
が
、
前
進

回
答
を
引
き
出
す
こ
と
に
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
十
二
月
二
十

三
日
、
こ
こ
数
年
の
中
で
年
度

末
改
定
と
遡
及
無
し
が
続
い
て

い
る
事
へ
の
強
い
遺
憾
の
意
を

申
し
伝
え
妥
結
い
た
し
ま
し

た
。昨

年
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
さ
ら
に
イ
ス

ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ハ
マ

ス
等
々
の
紛
争
も
続
い
て
お

り
、
世
界
情
勢
は
様
々
な
影
響

を
受
け
続
け
て
お
り
ま
す
。
現

在
も
、原
材
料
の
高
騰
が
続
き
、

円
安
も
解
消
さ
れ
ず
、
ま
た
異

常
気
象
・
自
然
災
害
に
よ
る
物

価
高
騰
の
波
は
収
ま
り
ま
せ

ん
。
こ
の
物
価
高
騰
に
見
舞
わ

れ
る
中
、
我
々
日
赤
職
員
の
賃

金
は
物
価
に
見
合
う
賃
上
げ
が

無
く
、
組
合
員
の
生
活
の
安
定

に
大
き
な
影
を
落
と
し
続
け
て

お
り
ま
す
。

本
年
は
、
世
間
で
は
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
よ
る
影
響
を
主
と
し

て
他
の
要
因
も
加
味
し
景
気
回

復
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
医

療
関
連
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
補

助
金
・
助
成
金
が
終
了
し
、
厳

し
い
経
営
状
況
に
陥
っ
て
い
る

施
設
が
急
増
し
、
期
末
手
当
で

は
人
勧
に
全
く
届
か
な
い
施
設

が
大
多
数
で
あ
り
、
我
々
組
合

員
は
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

日
赤
新
労
は
、
賃
上
げ
要
求

交
渉
は
昨
年
以
上
に
大
事
な
案

件
と
な
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

令
和
七
年
一
月
一
日

十
二
月
十
四
日
（
土
）
、
十
五
日
（
日
）
両
日
、
全
国
よ

り
中
央
委
員
お
よ
び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
九
十
三
名
の
参
加
の
も

と
、
二
〇
二
四
年
度
第
三
回
中
央
委
員
会
が
広
島
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
（
広
島
市
内
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

十
四
日
（
土
）
午
前
に
は
役

員
詮
衡
委
員
会
、
週
休
二
日
制

推
進
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

二
〇
二
四
年
度
第
三
回
中
央

委
員
会
は
、
出
席
中
央
委
員
二

十
七
名
、
委
任
状
一
通
で
成
立

が
確
認
さ
れ
た
。
議
長
に
松
本

良
樹
氏
（
今
津
日
赤
）
、
副
議

長
に
青
井
雅
普
氏
（
岡
山
日

赤
）、
書
記
に
丹
羽
雄
紀
氏（
愛

知
血
セ
）
が
選
出
さ
れ
、
佐
藤

中
央
執
行
委
員
長
の
挨
拶
の
あ

と
審
議
に
入
っ
た
。

「
内
閣
府
発
表
令
和
六
年
十

一
月
の
月
例
経
済
報
告
で
は
、

『
景
気
は
、
一
部
に
足
踏
み
が

残
る
も
の
の
、
緩
や
か
に
回
復

し
て
い
る
。
』
と
し
、
先
行
き

に
つ
い
て
は
、
『
雇
用
・
所
得

環
境
が
改
善
す
る
下
で
、
各
種

政
策
の
効
果
も
あ
っ
て
、
緩
や

か
な
回
復
が
続
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
欧
米
に
お

け
る
高
い
金
利
水
準
の
継
続
や

中
国
に
お
け
る
不
動
産
市
場
の

停
滞
の
継
続
に
伴
う
影
響
な

ど
、
海
外
景
気
の
下
振
れ
が
我

が
国
の
景
気
を
下
押
し
す
る
リ

ス
ク
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

物
価
上
昇
、
ア
メ
リ
カ
の
今
後

の
政
策
動
向
、
中
東
地
域
を
め

ぐ
る
情
勢
、
金
融
資
本
市
場
の

変
動
等
の
影
響
に
十
分
注
意
す

る
必
要
が
あ
る
。
』
と
報
告
し

て
い
る
。

さ
て
、
日
本
労
働
組
合
総
連

合
会
の
芳
野
会
長
は
、
二
〇
二

五
年
春
季
生
活
闘
争
に
つ
い
て

『
す
べ
て
の
働
く
人
の
持
続
的

な
生
活
向
上
を
は
か
り
、
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
を
わ
が
国
に
定
着

さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ
す
。
』
と

し
『
賃
金
も
物
価
も
上
が
ら
な

い
と
い
う
ノ
ル
ム
、
こ
れ
ま
で

の
社
会
的
規
範
を
変
え
る
こ
と

で
個
人
消
費
の
拡
大
、
賃
金
と

物
価
の
好
循
環
に
つ
な
げ
い

く
』
と
し
た
。
さ
ら
に
、
『
経

済
社
会
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を

定
着
さ
せ
る
べ
く
、
全
力
で
賃

上
げ
に
取
り
組
み
、
社
会
全
体

へ
の
波
及
を
め
ざ
す
。
す
べ
て

の
働
く
人
の
生
活
を
持
続
的
に

向
上
さ
せ
る
マ
ク
ロ
の
観
点
と

各
産
業
の
「
底
上
げ
」
「
底
支

え
」
「
格
差
是
正
」
の
取
り
組

み
強
化
を
促
す
観
点
か
ら
、
全

体
の
賃
上
げ
の
目
安
は
、
賃
上

げ
分
三
％
以
上
、
定
昇
相
当
分

（
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
相
当
分
）

を
含
め
五
％
以
上
と
し
、
そ
の

実
現
を
め
ざ

し
、
中
小
労
組

な
ど
は
格
差
是

正
分
を
積
極
的

に
要
求
し
て
い

く
。
賃
金
実
態

が
把
握
で
き
な

い
な
ど
の
事
情

が
あ
る
中
小
労

組
は
、
上
記
目

標
値
に
格
差
是

正
分
一
％
以
上

を
加
え
た
一
万

八
千
円
以
上
・

六
％
以
上
を
目

安
と
す
る
。
ま

た
、
持
続
的
な

賃
上
げ
と
格
差
是
正
に
向
け

て
、
適
切
な
価
格
転
嫁
・
適
正

取
引
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
。
』
と
し
た
。

経
団
連
の
十
倉
会
長
は
、
連

合
が
﹇
二
〇
二
五
春
季
生
活
闘

争
方
針
基
本
構
想
﹈
に
お
い

て
、
全
体
で
五
％
以
上
、
中
小

企
業
は
六
％
以
上
の
賃
金
引
上

げ
目
標
を
掲
げ
た
こ
と
に
つ
い

て
問
わ
れ
、
『
今
年
の
賃
金
引

上
げ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
連
合

が
来
年
の
春
季
労
使
交
渉
に
お

い
て
今
年
と
同
様
の
五
％
以
上

の
賃
金
引
上
げ
目
標
を
掲
げ
た

こ
と
、
ま
た
、
中
小
企
業
の
賃

金
引
上
げ
が
課
題
と
の
共
通
認

識
に
立
て
ば
、
中
小
企
業
に
つ

い
て
六
％
以
上
と
い
う
チ
ャ
レ

ン
ジ
ン
グ
な
目
標
を
設
定
し
た

こ
と
は
、
運
動
論
と
し
て
理
解

で
き
る
。
二
〇
二
三
年
は
賃
金

引
上
げ
の
力
強
い
モ
メ
ン
タ
ム

「
起
点
」
の
年
と
な
り
、
二
〇

二
四
年
は
そ
れ
が
大
き
く
「
加

速
」
し
た
年
と
な
っ
た
。
二
〇

二
五
年
は
こ
の
流
れ
を
「
定

着
」
さ
せ
、
二
％
程
度
の
適
度

な
物
価
上
昇
の
も
と
、
賃
金
と

物
価
の
好
循
環
を
実
現
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
に
お
け

る
参
画
企
業
の
拡
大
と
実
効
性

の
向
上
が
非
常
に
大
事
で
あ

る
。
加
え
て
、
大
企
業
と
中
小

企
業
に
限
ら
ず
、
中
小
企
業
と

中
小
企
業
、
あ
る
い
は
中
小
企

業
と
消
費
者
と
の
取
引
も
含
め

て
、
労
務
費
を
含
む
適
切
な
価

格
転
嫁
が
重
要
と
い
う
認
識
を

ソ
ー
シ
ャ
ル
ノ
ル
ム
（
社
会
的

規
範
）
と
し
て
普
及
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
加
え
て
、
有

期
雇
用
等
労
働
者
の
正
社
員
登

用
の
推
進
や
、
同
一
労
働
同
一

賃
金
法
制
に
基
づ
く
対
応
の
徹

底
も
重
要
で
あ
る
。
』
と
述
べ

て
い
る
。

こ
こ
で
、
我
々
日
赤
グ
ル
ー

プ
に
目
を
移
し
て
み
る
と
、
世

間
は
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
た
か

の
よ
う
に
日
常
生
活
が
戻
っ
て

き
て
い
る
。
世
界
情
勢
の
不
安

定
事
案
が
終
息
に
向
か
う
ど
こ

ろ
か
、
さ
ら
に
膨
ら
ん
で
き
て

い
る
中
、
日
本
で
は
円
安
ニ
ュ

ー
ス
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
、

昨
今
全
く
効
か
な
く
な
っ
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
次
期
大
統
領

ト
ラ
ン
プ
氏
の
今
後
の
動
向
は

注
視
さ
れ
て
い
る
中
で
あ
っ
て

も
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
影
響
は

今
年
度
も
継
続
し
て
お
り
商
業

事
業
を
筆
頭
に
、
実
質
賃
金
は

ま
だ
物
価
上
昇
率
に
追
い
付
い

て
は
い
な
い
が
景
気
は
右
肩
上

が
り
で
あ
る
の
に
対
し
、
コ
ロ

ナ
禍
に
支
給
さ
れ
て
い
た
補
助

金
・
助
成
金
が
終
了
後
、
多
く

の
医
療
事
業
施
設
が
赤
字
に
お

ち
い
り
、
二
〇
二
三
年
度
は
六

百
二
十
二
億
円
も
の
多
額
の
赤

字
を
計
上
す
る
事
態
に
な
っ
て

い
る
。
最
近
で
は
、
医
療
施
設

の
独
立
採
算
制
が
破
綻
し
て
き

て
い
る
と
揶
揄
す
る
声
ま
で
も

聞
こ
え
始
め
て
い
る
。
こ
の
状

況
の
中
本
社
は
、
長
年
抜
本
的

な
対
策
が
打
ち
出
せ
な
い
で
い

る
。
い
つ
ま
で
医
療
事
業
・
血

液
事
業
・
社
会
福
祉
事
業
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
運
営
状
況
を
続

け
る
の
か
。
日
赤
新
労
は
組
合

員
の
生
活
・
家
族
を
守
る
こ
と

を
絶
対
と
し
た
中
で
、
常
識
あ

る
組
合
活
動
・
労
使
協
調
を
理

念
に
、
経
営
改
善
に
つ
な
が
る

議
案
に
は
協
力
し
て
い
く
考
え

を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
る
が
、
賃
上
げ
に
対
す
る

要
求
に
対
し
て
断
固
と
し
て
ゆ

ず
れ
な
い
姿
勢
だ
け
は
継
続
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

最
後
に
、
改
め
ま
し
て
第
三

回
中
央
委
員
会
に
多
く
の
参
集

を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

本
日
は
、
二
〇
二
五
年
度
議

案
書
（
案
）
へ
多
く
の
修
正
案

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
会
の
時

間
に
制
約
が
あ
り
ま
す
が
、
議

案
書
の
吟
味
と
と
も
に
、
議
題

が
3
議
題
あ
り
ま
す
。
議
長
団
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（2）第266号日 赤 新 労2025年1月21日
の
下
、
活
発
な
協
議
・
審
議
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
」

報
告
及
び
審
議
内
容
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

〈
報
告
〉

一
．
各
部
報
告

各
部
長
よ
り
、
二
〇
二
四
年

度
第
二
回
中
央
委
員
会
以
降
の

各
部
（
組
織
部
・
教
宣
部
・
調

査
部
）
活
動
報
告
が
お
こ
な
わ

れ
た
。

二
．
一
般
経
過
報
告

第
二
回
中
央
委
員
会
後
の
経

過
、
直
近
の
団
体
交
渉
に
て
勤

務
評
定
結
果
の
勤
勉
手
当
へ
の

反
映
に
つ
い
て
本
社
よ
り
第
三

次
提
案
お
よ
び
第
四
次
提
案
を

受
け
た
内
容
説
明
が
お
こ
な
わ

れ
た
。
ま
た
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

と
遡
及
に
つ
い
て
、
団
体
交
渉

に
て
鋭
意
交
渉
中
で
あ
る
な

ど
、
本
部
の
活
動
報
告
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

〈
審
議
〉

一
．
二
〇
二
四
年
度
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
に
つ
い
て

九
月
三
日
の
第
六
回
団
体
交

渉
に
て
、
本
社
か
ら
「
定
昇
込

み
四
・
五
四
％
、
一
人
当
た
り

一
万
七
千
五
百
九
十
三
円
の
引

上
げ
、
令
和
七
年
三
月
一
日
実

施
で
遡
及
な
し
」
の
有
額
回
答

が
あ
り
、
直
近
の
十
二
月
九
日

の
第
九
回
団
体
交
渉
で
も
再

度
、
遡
及
を
求
め
る
日
赤
新
労

に
対
し
、
「
現
時
点
に
お
け
る

最
大
限
の
提
案
で
あ
る
」
と
し

て
合
意
を
求
め
る
打
診
が
あ
っ

た
。
今
後
も
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
協

議
を
申
し
入
れ
、
要
求
書
に
掲

げ
た
、
定
昇
込
み
五
・
〇
％

（
一
万
九
千
四
百
円
）
と
、
改

め
て
遡
及
を
求
め
て
い
く
こ
と

で
本
部
よ
り
説
明
が
お
こ
な
わ

れ
た
。

二
．
二
〇
二
五
年
度
運
動
方
針

案
に
つ
い
て

各
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
等
で
検
討

さ
れ
た
修
正
箇
所
に
つ
い
て
審

議
が
お
こ
な
わ
れ
、
一
部
修
正

の
後
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ

た
。
な
お
、
細
か
な
修
正
は
本

部
一
任
で
定
期
大
会
ま
で
に
修

正
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

三
．
二
〇
二
五
年
度
要
求
書
案

に
つ
い
て

基
本
賃
金
の
引
上
げ
に
つ
い

て
は
、
賛
成
多
数
で
定
昇
込
み

五
・
〇
％（
一
万
九
千
四
百
円
）

と
決
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
本
部
本
社
交
渉
で
あ

る
二
〇
二
五
年
度
期
末
手
当
の

基
本
額（
法
人
業
績
連
動
部
分
）

に
つ
い
て
は
「
四
・
六
か
月+

一
律
六
万
円
」
で
交
渉
し
て
い

く
こ
と
と
決
議
さ
れ
た
。

四
．
二
〇
二
五
年
度
ス
ロ
ー
ガ

ン
及
び
闘
争
方
針
案
に
つ
い
て

ス
ロ
ー
ガ
ン
及
び
闘
争
方
針

に
つ
い
て
は
変
更
な
し
で
承
認

さ
れ
た
。

五
．
二
〇
二
五
年
度
予
算
案
に

つ
い
て

決
算
が
で
き
て
い
な
い
た

め
、
現
時
点
で
の
詳
細
報
告
は

出
来
な
い
説
明
が
あ
っ
た
。
一

方
で
本
部
よ
り
資
材
高
騰
に
よ

り
機
関
紙
発
行
経
費
が
上
が
る

た
め
、
発
行
部
数
・
配
布
方
法

の
再
検
討
の
提
案
、
ま
た
、
宿

泊
代
お
よ
び
会
場
代
高
騰
の
た

め
、
来
年
度
の
第
三
回
中
央
委

員
会
の
日
程
を
土
・
日
開
催
か

ら
日
・
月
開
催
の
提
案
が
あ
り
、

第
六
十
四
回
定
期
全
国
大
会
で

の
機
関
決
定
で
決
議
す
る
こ
と

で
承
認
さ
れ
た
。

六
．
二
〇
二
五
年
度
本
部
役
員

に
つ
い
て

役
員
詮
衡
委
員
の
米
田
晋
司

氏
（
三
原
日
赤
）
よ
り
、
第
三

回
中
央
委
員
会
中
に
二
日
間
開

催
さ
れ
た
役
員
詮
衡
委
員
会
の

報
告
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
役
員

詮
衡
に
難
航
し
て
い
る
た
め
、

臨
時
役
員
詮
衡
委
員
会
の
開
催

提
案
が
あ
り
承
認
さ
れ
た
。

七
．
大
会
運
営
に
つ
い
て

第
六
十
四
回
定
期
全
国
大
会

の
日
程
と
大
会
役
員
の
確
認
が

お
こ
な
わ
れ
た
。

開
催
日
時
：
二
〇
二
五
年
二

月
十
六
日
（
日
）
十
三
時
か
ら

十
七
時
ま
で

十
七
日
（
月
）
九
時
か
ら
十

七
時
ま
で

十
八
日
（
火
）
九
時
か
ら
十

二
時
ま
で

開
催
場
所
：
新
横
浜
フ
ジ
ビ

ュ
ー
ホ
テ
ル

ス
パ
＆
レ
ジ
デ

ン
ス
（
神
奈
川
県
横
浜
市
港
北

区
）
参
集
に
て
開
催

八
．
そ
の
他

●
三
団
体
共
同
声
明
文
の
発

行
延
期
に
つ
い
て

中
央
委
員
よ
り
賛
同
を
得
て

い
た
、
遡
及
を
求
め
る
三
団
体

共
同
声
明
文
の
提
出
に
つ
い

て
、
提
出
時
期
の
変
更
に
至
っ

た
経
緯
が
本
部
よ
り
説
明
さ
れ

た
。●

週
休
二
日
制
推
進
委
員
会

の
報
告
に
つ
い
て

那
須
日
赤
の
呉
氏
よ
り
、
十

四
日
（
土
）
午
前
に
週
休
二
日

制
推
進
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
完
全
週

休
二
日
制
未
実
施
の
施
設
へ
お

こ
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
返
答

が
あ
っ
た
施
設
の
回
答
・
意
見

集
約
を
し
、
現
状
の
問
題
点
等

の
議
論
を
お
こ
な
っ
た
。
次
年

度
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
中

央
本
部
の
後
押
し
の
下
、
各
単

組
に
見
合
っ
た
内
容
を
盛
り
込

ん
だ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
そ
れ

ぞ
れ
お
こ
な
う
こ
と
と
し
、
二

〇
二
五
年
三
月
発
送
を
目
途
と

す
る
方
針
が
説
明
さ
れ
た
。

●
二
〇
二
五
年
度
要
求
書
へ

の
追
加
提
案
等
に
つ
い
て

第
二
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
、
要
求

書
の
2
．
諸
手
当
の
改
善
の

（
9
）
「
資
格
手
当
の
支
給
範

囲
の
拡
充
お
よ
び
支
給
要
件
の

緩
和
」に
追
加
の
文
言
、
ま
た
、

Ⅴ
．
「
俸
給
昇
お
よ
び
初
任
給

の
決
定
基
準
の
改
定
に
つ
い

て
」
と
、
Ⅹ
．
「
完
全
週
休
二

日
制
の
全
施
設
実
施
」
に
新
た

な
追
加
事
項
の
提
案
が
お
こ
な

わ
れ
た
。
本
部
は
要
求
書
の
様

式
上
、
可
能
な
範
囲
で
対
応
す

る
こ
と
と
し
、
別
途
、
承
認
を

取
る
こ
と
と
し
た
。

●
そ
の
他
の
審
議
事
項

那
須
日
赤
よ
り
、「
給
与
要
綱

第
35
」
に
つ
い
て
の
議
題
が
提

出
さ
れ
た
が
、
会
場
使
用
時
間

い
っ
ぱ
い
と
な
っ
た
た
め
、
後

日
に
改
め
て
の
対
応
と
し
た
。

十
月
二
十
六
・
二
十
七
日
の

二
日
間
、
二
〇
二
四
年
度
第
二

回
血
液
セ
ン
タ
ー
部
会
が
愛
知

県
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
。

座
長
に
金
子
正
志
氏
（
山
形
血

セ
）、
書
記
に
鈴
田
由
樹
氏（
千

葉
血
セ
）
が
選
出
さ
れ
、
三
単

組
十
三
名
の
出
席
の
も
と
、
血

液
セ
ン
タ
ー
の
諸
問
題
を
中
心

に
話
し
合
い
が
お
こ
な
わ
れ

た
。議

題
は
「
二
〇
二
四
年
度
要

求
書
」
（
血
液
セ
ン
タ
ー
関
係

全
般
）
に
基
づ
き
、
各
単
組
の

現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
直
面
し

て
い
る
課
題
、
今
後
の
懸
念
さ

れ
る
動
向
な
ど
を
報
告
し
、
各

単
組
で
解
決
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
内
容
に
つ
い
て
の
情

報
共
有
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
も
問
題
点
と
し
て

あ
げ
ら
れ
、
抜
本
的
な
解
決
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
移
動
採

血
業
務
に
お
け
る
時
間
外
労
働

の
実
態
に
つ
い
て
は
、
各
単
組

共
通
認
識
と
し
て
捉
え
て
お

り
、
出
勤
時
間
を
変
則
に
す
る

こ
と
や
効
率
化
に
努
め
て
稼
働

台
数
を
減
ら
す
な
ど
、
様
々
な

対
策
を
し
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は

あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ

た
製
剤
部
門
に
お
け
る
過
酷
な

労
働
体
制
に
つ
い
て
意
見
が
挙

げ
ら
れ
た
。
特
に

長
時
間
の
時
間
外

労
働
あ
り
き
の
業

務
体
制
と
な
っ
て

い
る
実
態
に
つ
い

て
は
、
他
ブ
ロ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
で
も

同
様
の
事
例
が
生

じ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
職
員
定
数

の
在
り
方
に
強
い

違
和
感
と
早
期
の

解
決
を
求
め
る
意

見
が
多
く
上
が
っ

た
。翌

二
十
七
日

は
、
各
単
組
か
ら

上
げ
ら
れ
た
議
題
に
基
づ
き
意

見
交
換
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

血
液
セ
ン
タ
ー
に
限
ら
ず
直
面

し
て
い
る
組
合
員
の
獲
得
と
組

織
の
拡
充
に
関
し
て
、
各
単
組

が
苦
慮
し
て
い
る
現
状
が
報
告

さ
れ
た
。
血
液
セ
ン
タ
ー
は
部

署
異
動
、
施
設
異
動
が
多
く
あ

る
こ
と
か
ら
組
合
員
が
定
着
し

難
い
こ
と
も
一
つ
の
要
因
と
な

っ
て
お
り
、
脱
退
者
が
増
え
て

い
る
一
方
で
新
規
加
入
が
進
ん

で
い
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
新
規
採
用

職
員
・
異
動
職
員
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
の
必
要
性
や
方
法
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
現
在
加

盟
し
て
い
る
血
液
セ
ン
タ
ー
単

組
の
連
携
強
化
や
今
後
の
血
液

セ
ン
タ
ー
部
会
の
在
り
方
に
つ

い
て
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
各
単
組
の
若
手
組

合
員
な
ど
が
参
加
し
、
学
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
機
会
の
提
供

な
ど
も
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
次
年
度
も
予
定
し
て

い
る
血
液
事
業
本
部
と
の
労
使

協
議
会
等
に
お
い
て
、
実
情
を

訴
え
労
働
条
件
の
改
善
に
向
け

て
要
求
し
て
い
く
。
引
き
続
き

意
見
集
約
や
労
使
協
議
会
へ
の

参
加
な
ど
多
数
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。（

本
部
：
佐
竹
）

こ
こ
数
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇

二
四
年
九
月
二
十
八
日
・
二
十

九
日
の
二
日
間

の
日
程
で
第
三

ブ
ロ
ッ
ク
初
心

者
研
修
を
長
野

県
小
諸
と
軽
井

沢
に
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
國
本

中
央
副
執
行
委

員
長
と
粕
谷
中

央
書
記
長
を
迎

え
、
「
組
合
と

は
」
「
給
与
の

あ
ら
ま
し
」
に

つ
い
て
講
義
い
た
だ
き
ま
し

た
。
組
合
連
合
会
と
し
て
の
運

営
様
式
に
つ
い
て
や
、
看
護
部

の
給
与
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
、
と
て
も
身
近
な
具
体
例
を

挙
げ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
わ

か
り
や
す
く
聴
講
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

講
義
の
ほ
か
に
は
「
軽
井
沢

ビ
ー
ル
工
場
見
学
」
も
お
こ
な

い
ま
し
た
。
ビ
ー
ル
の
製
造
過

程
を
学
び
な
が
ら
の
出
来
立
て

生
ビ
ー
ル
の
試
飲
体
験
は
最
高

で
、
こ
だ
わ
り
の
製
造
方
法
の

説
明
を
受
け
た
後
の
ビ
ー
ル

は
、
知
識
が
増
え
た
分
味
わ
い

が
増
し
、
ま
た
、
皆
さ
ん
と
飲

む
昼
か
ら
の
ビ
ー
ル
は
特
別
感

が
あ
り
、
今
ま
で
で
一
番
お
い

し
い
ビ
ー
ル
を
味
わ
え
ま
し

た
。
ビ
ー
ル
工
場
見
学
ぜ
ひ
お

す
す
め
で
す
！

ホ
テ
ル
で
の
夕
食
会
で
も
参

加
者
全
員
で
和
気
あ
い
あ
い
と

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
、

第
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
初

心
者
交
流
も
含
め
て
良
い
研
修

会
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
の
み
な
さ
ま
の
協
力

も
あ
り
、
全
日
程
滞
り
な
く
消

化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

【
1
面
か
ら
続
き
】

定期全国大会案内定期全国大会案内

「新横浜フジビューホテ
ル スパ＆レジデンス」

2025年2月16日（日）～18日（火）

神奈川県横浜市
港北区新横浜2―3―1
☎045―473―0021㈹

―第64回――第64回―

二
〇
二
四
年
度血

液
セ
ン
タ
ー
部
会
開
催

血
液
セ
ン
タ
ー
部
会
開
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心
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研
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会
開
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飯
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赤
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字
病
院
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合

執
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委
員
長
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前
秀
一
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で
中
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院
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今
年
は
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田
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児
院
を
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た
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訪
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子供たちから可愛いお礼状
が届きました♪
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学


